




研究要旨 足部の障害を検診あるいは X 線像より、病態を把握できた 14 例 22 足の障害に

ついて、病態および関節破壊の予防を含めた対応についての検討を行った。早期より高度

の変形が生じ、年齢とともに隣接関節に拡大して行き、好発部位が認められ足各部の異常

の発生によって立位歩行の妨げとなっていることが判明した。各自の処方された装具を基

本として、予防のための要点として、余り無理な矯正はしない、下肢全体のバランスを考

えて強固な装具にしない、肌に優しく快適で傷つけにくいものであること余り無理な矯正

はしない、下肢全体のバランスを考えて強固な装具にしない、肌に優しく快適で傷つけに

くいものであることが必要なことが判明した。 


